
中小事業主のための！求人応募を増やす10
の実践ポイント 
限られた予算と人員の中で、優秀な人材を確保することは中小企業にとって大きな課題です。大

手企業と比べて知名度や待遇面で不利な状況でも、工夫次第で求人への応募数を増やすこと

は可能です。この記事では、中小事業主が実践できる求人応募増加のための10のポイントをご
紹介します。 

1. 会社の強みを活かした求人タイトルを作成する 
大手企業との差別化を図るため、中小企業ならではの強み（意思決定の速さ、裁量の大きさな

ど）を求人タイトルに盛り込みましょう。例えば「役職にとらわれず裁量権大！自社サービスの成

長に貢献できる営業スタッフ」のように具体的に表現することで、大企業志向ではない求職者の

関心を引くことができます。 

2. 成長機会と直接的な貢献度を強調する 
中小企業の最大の魅力は、社員一人ひとりが会社に与える影響力の大きさです。職務内容の説

明では、「会社の成長に直接貢献できる」「幅広い業務経験を積める」「経営陣と直接コミュニケー

ションできる」といった点を強調し、キャリア志向の高い人材にアピールしましょう。 

3. 柔軟な働き方と職場環境を前面に出す 
給与面で大企業に劣る場合でも、柔軟な勤務時間、リモートワークの可能性、アットホームな職

場環境など、中小企業ならではの魅力を前面に出しましょう。特に「社長と直接話せる」「アイデア

を即実行できる」といった点は、中小企業の大きな強みです。実現可能な範囲で、ワークライフバ

ランスを重視した制度も紹介すると効果的です。 

4. 経営者の想いと会社のビジョンを伝える 
中小企業の場合、経営者の人柄や理念が企業文化に直結します。なぜこの事業を始めたのか、

どのような未来を描いているのかなど、経営者の熱い想いを伝えることで、その理念に共感する

人材を惹きつけることができます。可能であれば、経営者自身のメッセージや写真を掲載する

と、親近感が増します。 

5. 簡素な応募プロセスを心がける 
限られた人事リソースの中で、効率的な採用活動を行うためには、応募プロセスの簡素化が重

要です。初期段階では履歴書のみ、あるいはウェブフォームでの簡単な質問への回答だけで応

募できるようにし、応募のハードルを下げましょう。また、応募から連絡までの期間を明示し、迅

速な対応を心がけることも大切です。 



6. コストパフォーマンスの高い採用チャネルを選ぶ 
限られた予算で最大の効果を得るために、以下のようなコストパフォーマンスの高いチャネルを

活用しましょう： 

● 自社ウェブサイトでの求人掲載 
● 無料または低コストの求人サイト（Indeed、ハローワークなど） 
● 地域の求人情報誌やコミュニティサイト 
● SNS（特にFacebookやTwitterの地域コミュニティ） 
● 地元の学校や職業訓練機関との連携 
● 既存社員のネットワークを活用した紹介制度 

7. 地域密着型の採用戦略を展開する 
中小企業の強みの一つは、地域との結びつきです。地元の求職者をターゲットにした採用活動

は、通勤の便利さや地域貢献といった観点からアピールできます。地域のイベントやセミナーへ

の参加、地元商工会との連携など、オフラインでの認知度向上活動も効果的です。 

8. 低コストで実現できるSNS活用法 
専任のSNS担当者がいなくても、経営者自身や社員が交代で投稿することで、会社の日常や雰
囲気を伝えることができます。「社長の一日」「社員インタビュー」「オフィスの様子」など、親しみや

すいコンテンツを定期的に発信しましょう。地域のハッシュタグを使用すれば、地元の求職者に

リーチしやすくなります。 

9. 小規模でも効果的な社員紹介プログラムを導入する 
大きな紹介ボーナスが出せなくても、食事券や小額の商品券、特別休暇など、会社の規模に

合ったインセンティブを設定することで、社員紹介を促進できます。社員数が少ない中小企業で

は、一人の紹介が大きな効果をもたらす可能性があります。また、紹介者と被紹介者のフィット感

も高くなりやすいというメリットもあります。 

10. 採用活動の振り返りと改善を習慣化する 
大規模なデータ分析システムがなくても、Excelなどの簡単なツールで採用データを管理し、定期
的に振り返ることが重要です。どのチャネルからの応募が多かったか、どのような表現が求職者

の関心を引いたかなどを記録し、次回の求人活動に活かしましょう。また、不採用となった応募

者にも丁寧に対応することで、会社の評判を高める努力も忘れないでください。 

地元の社労士さんに意見やアドバイスをもらうといい結果がでることが多いです。 
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